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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第１四半期連結
累計期間

第57期
第１四半期連結
累計期間

第56期

会計期間
自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日

自　平成25年３月１日
至　平成25年５月31日

自　平成24年３月１日
至　平成25年２月28日

売上高（千円） 1,852,837 1,772,690 7,002,121

経常利益（千円） 103,746 30,332 166,827

四半期（当期）純利益（千円） 70,532 20,720 74,196

四半期包括利益又は包括利益（千円） 121,236 54,975 137,311

純資産額（千円） 1,635,113 1,663,036 1,651,189

総資産額（千円） 7,718,617 7,594,282 7,245,279

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
16.35 4.80 17.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 21.2 21.9 22.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものです。

(1) 経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権の発足による金融緩和等景気対策への期待感とこれを

受けた円安・株高等を背景に景況感が改善しつつありますが、本格的な回復までには至っておりません。一方、世界

経済は、消費や雇用情勢に改善の兆しが窺える米国を除きますと、欧州経済は景気が底入れしつつあるものの欧州

債務危機の影響により本格回復には至らず、また中国やアジア諸国経済も景気減速感が濃厚になる等の懸念材料を

抱えていることから、依然として、不透明な状況が続いております。

　このような経済情勢のもと、当社グループは、「更なる成長に向けた事業構造改革プロジェクト（STEP－UP80）」

の中期成長戦略の枠組みのなかで、ファンデーション、ライナー・マスカラ、UV製品などの戦略的注力領域における

売上拡大を図るべく、新処方・新技術の開発や、製品開発力と技術力を活かした積極的な企画提案型営業をグロー

バルに展開する一方で、生産性の向上や品質保証体制の強化等にも注力してまいりました。

　このような状況のもと、当四半期における売上高は、口紅類、クリーム類が好調に推移しましたが、全体としては、

大口スポット受注のあった前年同期と比べ、減収となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における経営成績は、売上高1,772百万円（前年同期比4.3％減）、営業利

益34百万円（同72.6％減）、経常利益30百万円（同70.8％減）、四半期純利益は20百万円（同70.6％減）となりま

した。

　

セグメント別の業績の概況は、次のとおりです。

（日本）

　国内の化粧品受託製造市場は、化粧品メーカーによるアウトソーシングの拡大、異業種企業による化粧品市場参入

などを背景に、小幅ながら成長をみております。しかし、国内の化粧品市場においては、消費者の節約志向や低価格

志向が依然として根強いものがあり、デフレ傾向からの脱却には、なお時間を要するものと思われます。

　このような事業環境のもと、当社の化粧品事業は、主に口紅類、クリーム類が、前年同期を上回る受注を獲得し好調

に推移しましたが、全体では、大口スポット受注が寄与した前年同期と比べ、減収となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,497百万円（前年同期比5.9％減）、営業利益は57百万円（同

52.4％減）となりました。

　

（仏国）

　子会社THEPENIER PHARMA INDUSTRIE S.A.S.（以下、テプニエ社という）の所在する欧州経済は、欧州債務問題や

雇用情勢の悪化により個人消費が低迷する等、依然として、厳しい状況が続いております。

　このような事業環境のもと、テプニエ社では、主力の医薬品が好調であったことに加え、スキンケア製品も順調に

伸張しましたが、全体では、メイクアップ製品の新製品立ち上げに伴う大口受注が寄与した前年同期と比べ、現地通

貨ベースでは減収（ただし、円安の影響により、円建てベースでは増収）となり、損益面でも減益となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は289百万円（前年同期比4.3％増）、営業損失は19百万円（前年

同期は7百万円の営業利益）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、349百万円増加し、7,594百万円となり

ました。総資産の増加は、流動資産が320百万円増加し、固定資産が28百万円増加したことによるものであります。流

動資産の主な増加要因は、現金及び預金が157百万円、受取手形及び売掛金が132百万円、たな卸資産が31百万円増加

したことによるものであります。固定資産の主な増加要因は、投資有価証券が17百万円、機械装置及び運搬具が7百

万円増加したことによるものであります。

　一方、負債合計は、前連結会計年度末に比べ、337百万円増加し、5,931百万円となりました。負債合計の増加は、流動

負債が161百万円増加し、固定負債が175百万円増加したことによるものであります。流動負債の主な増加要因は、支

払手形及び買掛金が118百万円、賞与引当金が45百万円増加したことによるものであります。固定負債の主な増加要

因は、長期借入金が271百万円増加し、社債が83百万円減少したことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ、11百万円増加し、1,663百万円となりました。主な増加要因は、株主資本が、当

第１四半期連結累計期間の四半期純利益20百万円による増加に対して、前連結会計年度の支払配当金43百万円を差

し引いたことにより22百万円減少となりましたが、その他の包括利益累計額が34百万円増加したことによるもので

あります。

　　　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　

(4) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、121百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,000,000

計 13,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成25年５月31日）

 提出日現在発行数（株）
（平成25年７月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

   普通株式 4,318,444 4,318,444

大阪証券取引所　

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)　

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 4,318,444 4,318,444 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

 資本準備金
残高
（千円）

平成25年３月１日～

平成25年５月31日   
－ 4,318,444 － 552,749 － 781,854

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　

①【発行済株式】

　 　　　　　　　　　　　　　　平成25年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　    5,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,306,000 4,306 －

単元未満株式 普通株式　    7,444　　 －
一単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 4,318,444 － －

総株主の議決権 － 4,306 －

 

②【自己株式等】　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 　
　　　 　　

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）　

 株式会社日本色材工業研究所

東京都港区

三田5-3-13
5,000 － 5,000 0.1

計 － 5,000 － 5,000 0.1

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社日本色材工業研究所(E01040)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年３月１日から平成

25年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人アヴァンティアによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 571,725 729,723

受取手形及び売掛金 1,708,803 1,841,337

たな卸資産 996,839 1,028,828

その他 187,933 186,358

貸倒引当金 △3,469 △3,597

流動資産合計 3,461,832 3,782,649

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,262,998 1,262,496

機械装置及び運搬具（純額） 399,450 406,828

土地 1,353,033 1,353,603

その他（純額） 280,906 285,363

有形固定資産合計 3,296,389 3,308,291

無形固定資産 193,351 194,493

投資その他の資産

投資有価証券 189,561 206,603

その他 168,564 170,045

貸倒引当金 △64,421 △67,801

投資その他の資産合計 293,704 308,847

固定資産合計 3,783,446 3,811,632

資産合計 7,245,279 7,594,282

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 858,460 977,151

短期借入金 1,715,877 1,725,776

1年内償還予定の社債 200,000 183,100

未払法人税等 15,813 16,545

賞与引当金 44,451 89,709

受注損失引当金 1,000 －

偶発損失引当金 2,294 2,414

その他 770,826 776,020

流動負債合計 3,608,722 3,770,717

固定負債

社債 99,700 16,500

長期借入金 1,501,480 1,772,641

退職給付引当金 81,683 87,492

役員退職慰労引当金 172,910 150,090

その他 129,593 133,804

固定負債合計 1,985,367 2,160,527

負債合計 5,594,089 5,931,245
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 552,749 552,749

資本剰余金 781,854 781,854

利益剰余金 371,734 349,327

自己株式 △2,150 △2,150

株主資本合計 1,704,188 1,681,780

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 34,489 45,862

繰延ヘッジ損益 △5,236 △4,356

為替換算調整勘定 △82,251 △60,250

その他の包括利益累計額合計 △52,998 △18,744

純資産合計 1,651,189 1,663,036

負債純資産合計 7,245,279 7,594,282
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年５月31日)

売上高 1,852,837 1,772,690

売上原価 1,461,537 1,475,001

売上総利益 391,299 297,688

販売費及び一般管理費 265,490 263,189

営業利益 125,809 34,499

営業外収益

受取利息 33 10

受取配当金 88 483

為替差益 － 9,446

その他 3,591 2,795

営業外収益合計 3,712 12,735

営業外費用

支払利息 17,831 16,098

為替差損 6,746 －

その他 1,197 804

営業外費用合計 25,775 16,902

経常利益 103,746 30,332

特別損失

固定資産除却損 83 －

特別損失合計 83 －

税金等調整前四半期純利益 103,662 30,332

法人税、住民税及び事業税 1,852 13,658

法人税等調整額 31,277 △4,046

法人税等合計 33,130 9,612

少数株主損益調整前四半期純利益 70,532 20,720

四半期純利益 70,532 20,720
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 70,532 20,720

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,527 11,373

繰延ヘッジ損益 1,408 880

為替換算調整勘定 53,822 22,000

その他の包括利益合計 50,703 34,254

四半期包括利益 121,236 54,975

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 121,236 54,975

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取得した有形固定資産

について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

　当社が100％出資するフランス子会社であるテプニエ社は、SUNSTAR FRANCE S.A.S.（以下、「サンスターフラン

ス社」という）から、平成19年８月に発生した口腔洗浄剤製品の結晶化現象に関して、平成23年２月にパリ商事

裁判所に損害賠償請求額8,586,163ユーロ（1,044,506千円）と訴訟費用等を求める訴訟の提起を受けました。

　テプニエ社といたしましては、サンスターフランス社の当該訴訟が化学的な裏づけと実証に基づいた論理的な

証拠に基づくものではないものと考えており、裁判においてテプニエ社の正当性を主張して争っていく方針で

す。なお、この訴訟の結果につきましては、現時点で予測することはできません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日）

　 減価償却費 68,247千円 65,751千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

配当金支払額

 決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月30日

定時株主総会
普通株式 64,693 15 平成24年２月29日 平成24年５月31日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日）

配当金支払額

 決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年５月29日

定時株主総会
普通株式 43,127 10 平成25年２月28日 平成25年５月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本 仏国 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,575,061277,7761,852,837 － 1,852,837
セグメント間の内部売上高又は
振替高

16,099 － 16,099△16,099 －

計 1,591,160277,7761,868,936△16,099 1,852,837

セグメント利益 119,977 7,328 127,305△1,496 125,809

（注）１．セグメント利益の調整額△1,496千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本 仏国 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,482,831289,8581,772,690 － 1,772,690
セグメント間の内部売上高又は
振替高

14,293 － 14,293△14,293 －

計 1,497,125289,8581,786,983△14,293 1,772,690

セグメント利益又は損失（△） 57,093 △19,593 37,499 △3,000 34,499

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△3,000千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 16円35銭 4円80銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 70,532 20,720

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 70,532 20,720

普通株式の期中平均株式数（株） 4,312,838 4,312,772

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年７月11日

株式会社日本色材工業研究所

取締役会　御中

監査法人アヴァンティア

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士　 小笠原　直　　印

 業務執行社員  公認会計士 戸城　秀樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社日本色材
工業研究所の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年３月１
日から平成25年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年５月31日まで）に係る四
半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい
て四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社日本色材工業研究所及び連結子会社の平成25年５月31日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす
べての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上
　

　（注）　1. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

　　　　　2. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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